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 テラヘルツ波の産業応用を目指して，世界中で高出力光源開発が行われているが，未だに実用

的なテラヘルツ光源の開発は遅れている．我々は，長年に渡り非線形光学結晶である LiNbO3を用

いた光注入型テラヘルツ波パラメトリック発生器(is-TPG)の研究開発を行ってきた．近年では励起

光としてサブナノ秒のパルス幅を有する Nd:YAG マイクロチップレーザーとその増幅技術の導入

によりテラヘルツ波出力が格段に向上し，ピークパワー数十 kW もの出力を卓上サイズで実現し

た[1]．さらに 0.6~5THzと非常に広帯域な波長可変性も得ており，今後の様々な応用への利用が期

待されている．一方で，波長可変光源であるが故に分光測定を行う際の波長掃引時間が問題とな

っていた．そこで，is-TPGの多波長発生を実現することで，1パルスでの広帯域分光を可能とし，

測定時間の短縮を目指した．今回はまず 2波長の同時発生を試み，その結果を報告する． 

 is-TPG は LiNbO3結晶に励起光(1064 nm)と注入光(1066~1075 nm，CW)を入力し，注入光の波長

を選択することで広帯域波長可変テラヘルツ波発生を実現している．テラヘルツ波の多波長発生

には，その注入光の多波長化が必要であるが，適した光源を準備することは容易ではない．そこ

で今回，半導体光増幅器の広帯域に発生した自然放出光(ASE)を回折格子で空間的に波長分離し，

そこからスリットで 2波長を抜き出し，注入光とする方式を試みた(Fig.1)． 

発生したテラヘルツ波を励起光と共に再度 LiNbO3結晶に入射し，赤外光に波長変換し IR セン

サー板で観測した．Fig.2 に示すように励起光とその右に 2波長の検出光を確認でき，テラヘルツ

波にして 1.7THzと 2.2THz の同時発生を実現した． 
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Fig.1 Experimental setup of is-TPG for two-wavelength generation Fig. 2 Detection beam of Two-wavelength 

THz-wave generation  

励起光 

検出光 

第63回応用物理学会春季学術講演会 講演予稿集 (2016 東京工業大学 大岡山キャンパス)20p-H135-10 

© 2016年 応用物理学会 03-169


